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議会報告・意見交換会を開催したので、その概要を下記のとおり、報告します。 

 

記 

 

１ 日     時 令和５年５月１５日（月）午後７時～午後８時１０分 

２ 会     場 市立山口公民館 

３ 欠 席 議 員  なし 

４ 参 加 者 数  ７名 

５ 報 告 内 容  
令和４年度の議会活動状況 

議会・議員に対する意見・要望など 

６ 意見交換の内容 

（議会・議員及び市

政に対する意見、提

言、要望等） 

出された意見等 当日の回答 

市民 

中学生・高校生との意見交換

会で出された意見に対してど

のような対応を取られたの

か。 

 

議員 

意見交換会では、感想や要望

など自由に意見を出しても

らった。要望については、所

管の部署に伝え、その回答を

学校に報告した。私が参加し

た二中では、通学路の除雪や

危険個所などの意見があり、

そのことに対して一つ一つ

解決策を出して対応した。 

 

議員 

四中では、日ごろ感じている

感想や意見が出た。通学路の

街路灯の故障の場合の問い

合わせ先とその解決方法や、



 

また自分たちでも市役所に

行って相談し解決できるこ

ともあることを説明した。パ

ルテ内の新しく改修した学

習スペースは自分たちも利

用していて、市の取り組みを

とても良いと評価していた

だいた。通学路の除雪につい

ては、たくさんの意見があ

り、所管の建設課に伝え、今

年はしっかりと対応してい

ただいた。 

 

議員 

一中は意見交換会を開催で

きなかったが、家族で話し合

う時間を持ったということ

を聞いており、これをきっか

けにいろいろな意見を出し

てくれればいいと感じてい

る。初めての中学生との意見

交換会だったが、いい方向に

進んでいると感じた。 

 

市民 

ワールドカフェ方式とワーク

ショップとは違うのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議員 

１月に、初めてワールドカフ

ェ方式で意見交換会を行っ

た。認定講師の工藤さんをお

迎えし、「天童市の未来を考

える」というテーマで行っ

た。いろいろな素晴らしい意

見が出され、付箋紙に書いた

意見が凝縮されてくると、天

童のまちづくりをこういう

ふうにしていくと良くなっ

ていくんだなぁ、将来像とし

ていろいろな意見があると



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民 

前に職場でＫＪ法で若い人の

意見を書いてもらって何をす

るのかということを決めてい

くことを実践していた。しゃ

べるのが苦手な人もいて書い

てもらうということは大変い

いことだ、続けていただきた

い。 

 

いう気づきがあり、継続して

開催していくべきと感じた。 

 

議員 

グループごとに話し合いを

し、途中で意見が集約できた

段階で代表者を残し、他のメ

ンバーが別のグループに行

き、そこではどのような話し

合いになったのか意見を聞

き、グループに戻ってきて再

度話し合いをし、他のグルー

プの状況を参考にし、ブラッ

シュアップして、より良いも

のを作り上げていくという

方法である。初めてにしては

いい話し合いが出来たと感

じた。 

 

議員 

最後にテーブルごとの発表

があり、参加者みんなで聞い

て情報の共有をした。 

市民 

自分の住んでいる二子沢集落

は限界集落に近いようなとこ

ろで、山口地区だけでなく、

他の集落においても近いよう

な状況のところがあると思

う。私たちの子どもの世代が

集落に住まずに、天童市内に

議員 

市役所の隣の東本町に住ん

でいるが、第１回目の土地区

画整理事業でできたまちで

６０年近く経った。二子沢と

同じように、若い世代が同居

せずに高齢者世帯が多くな

っている。小学生がいないと



 

住宅を建てているという状況

だ。残された高齢者世帯だけ

になり、老老介護などの状況

も生まれている。このような

状況は、他の地域でも起きて

いるのか。 

 

いう状況が街中でも生まれ

ている。昨年、市内の空き家

調査を行ったが５年前の調

査よりは解消されているが

空き家の比率は上がってき

ている。本市では、施策とし

て空き家対策の部署や空き

家解消のための補助金など

力を入れている。老野森や久

野本などでは、１軒の家の跡

地に複数軒の新築家屋がで

きている状況だ。 

老老介護の状況になった場

合は、地域のつながりを強く

して、助け合うような関係を

作っていくべきだ。しかし、

コロナの影響もあり、つなが

りが希薄化している。この状

況をどのように回復してい

くのか、町内会で事業をしな

がらコミュニケーションを

深めて行くなど、今後の大き

な課題と感じている。 

 

市民 

田麦野は山間部の高齢者集落

であり、やっと今年３月に子

どもが生まれて楽しみだ。空

き家の問題について、市報に

も助成金が出ていたが、空き

家を解消するにもお金がかか

る。数十万円の助成では何も

できない状況で、空き家対策

にもっと力を入れてほしい。

地区内に 29 軒の空き家があ

り、半数はどうにか管理して

もらっているが、半数はほっ

議員 

かなり深刻な問題だ。補助金

など空き家対策に力を入れ

始めたが、半端でないお金が

かかるので、なかなか進まな

いのが現状だと思う。街中

は、更地にすれば売買も可能

だが、周辺集落は簡単に売れ

るものでもない。そのあたり

はもっと力を入れていかな

ければと感じている。こうし

てほしいなどの意見があれ

ば聞かせてほしい。  



 

たらかしの状況だ。ここ数年

の間に田麦野地区では約 20

名 10 世帯程度が移住してい

る。しかし、空き家対策をし

っかりとし、また移住者との

地域交流を図っていかないと

移住者が来ない、住んでくれ

ないという状況になっていく

のではないか。 

 

議員 

去年、空き家の調査を行った

が、空き家のランクも四段階

ABCD がある。C や D のラン

クになると、空き家バンクの

登録もできない。田麦野地区

にある空き家は、登録されて

いる件数も少ない。住みたく

なる環境づくりが大切。移

住・定住に結びつけるには、

周りの理解と協力がないと

難しい。現在の地域おこし協

力隊には、任期明けに田麦野

に移住・定住してもらいたい

と思っている。働く場所や子

育てしやすい環境の整備に

向けて、私たち議員も努力し

ていかなければならない。 

 

市民 

農家を維持できない問題、天

童市は都市計画がしっかりし

ていて、生活インフラも整っ

ており、上下水道や道路など

もよく整備されている。周辺

部は、農業振興地域のしばり

があり、思うような開発がで

きない。農業・農地を守る意

味で農振地域を指定をしたの

だろうが、現在は農業従事者

が育たない。なぜかというと、

今の農業は利益を出すのが難

しく、赤字で農業をやるので

あれば、勤めた方がよく、荒

廃農地の問題にもつながって

いる。農地は、個人資産なの

議員 

どこにでも開発許可を出す

弊害として考えられること

は、インフラの整備が計画的

にできないことだと思う。今

後年数が経ってくると大き

な問題になってくると感じ

ている。天童市の 2050 年の

人口予測では約５万人とな

り、現在より約１万人減って

しまう。それを見据え、コン

パクトシティという考え方

でまちづくりを計画してい

る。 

将来を見据えてまちのあり

方を考えていかないとダメ

な段階に来ていると思う。 



 

で、集積しにくい実態がある。

周辺集落部の生き残りを考え

ていかないと、解決にはつな

がっていかないのではない

か。 

 

議員 

農地法で様々なしばりがあ

るため、天童市は難しいとこ

ろがある。東根市はそういう

しばりがないため、畑の真ん

中でも家を建てることがで

きる。環境整備としては後手

の対策となる。冬場の除雪は

困ることになるのではない

か。私道に関しては、自分た

ちで除雪しなければならず、

高齢世帯になると大変な状

況になる。 

 

市民 

農業を取り巻く環境は時代の

転換期に来ていると感じる。

霜害だったり高温障害でさく

らんぼやラ・フランスなど、

ここ４、５年まともにできて

いないようだ。環境の変化や

気候変動に、どう対処して行

けばいいのかみんな悩んでい

るのではないか。農家をやっ

てよかったなあと思うような

国、県、市の施策をやってい

ただきたい。 

 

議員 

100 年に一度と言われるよう

な豪雨が数年おきにあり、今

まで経験したことがないと

言われる異常気象が数年お

きにある。状況は相当逼迫し

ている。  

 

 

市民 

手厚い子育て支援に関しては

ありがたい。子育てしやすい

環境になっているが少子化が

止まらない。田麦野地域では

小学生が１人、中学生がゼロ

の状況だ。子どもが少ない。 

市民 

議員 

去年の出生数 400人はコロナ

禍でもあり特殊なことだと

思うが、大幅に増えるという

のも見込むことができない。

結婚している人が少ない。国

でも少子化に対しては本腰

を入れてきたように感じる。



 

国では男女平等の流れで企業

や政治等の場に女性活躍を数

値目標を掲げて推奨してい

る。家庭や子どもより自己実

現にウエイトを置く人が出て

きてもおかしくない。  

 

北欧の先進的な国では、何十

年も前から社会福祉の政策

を行っているため、成果が出

ている状況にあり、しばらく

タイムラグがあるのではな

いか。福祉先進国では、所得

に対する高率な税負担があ

っても将来に不安がないた

め、そういう負担をしても何

も心配がないという社会が

構築されている。日本では将

来が見えてこないのが問題

だ。 

 

議員 

隣の県の仙台市からの移住

を進めていくような施策を

考えていきたい。働く場所や

子育てしやすい場所の情報

発信など。これからは小学

校、中学校の教育として結婚

について考える指導なども

必要になってくるのではな

いか。 

 

市民 

天童市では予想を上回る人口

減少、住宅着工件数の減少な

ど危機感を持って取り組んで

いると思う。先日、山形新聞

に天童市の施策が載っていた

が、市民に対しての施策等の

情報発信を隅々まで行き渡る

ようにしてほしい。素晴らし

い取り組みを行っているの

で、それを市民が知らないと

いうことはもったいない。 

議員 

ご意見として承る。 



 

市民 

国交省主催での未来を考える

懇談会があるが人集めに苦労

している。特に、若い世代が

なかなか集まらず大変だ。今

年、地域おこし協力隊の土井

さんを中心に地区の若者の懇

談会という形で進めている。 

 

市民 

田麦野では、自治会や環境衛

生委員や交通安全推進協議会

など、一度役員になると長期

間の任期になり、世代交代が

進んでいなかった部分があ

り、これからの課題だ。これ

からも議員の方々には、他地

区同様、田麦野地区の状況を

気に留めていただければと思

う。 

 

議員 

田麦野はしっかりとやって

いる。ぽんぽこの HP を見る

と様々なことをやっていて

すごいと感じている。もっと

若い人たちの参加があって

もいいのではと感じる。 

市民 

敬老会については、運営委員

と話はしていない。運営委員

の意見を聞きながら進めてい

く。開催しない可能性もあり

そうだ。 

 

市民 

今年の敬老会について、これ

までは該当者のうち参加者は

２割ぐらいだったが、不参加

の方にも記念品などは贈呈し

ていた。参加者だけの助成に

なると、これまでどおりのや

り方は不可能だ。質の低下も

考えられ、なおさら開催が難

議員 

今年度から、これまで市が

主催していた敬老会を、各

地区の団体に任せることに

なる。 

77 歳以上の参加者に 1500

円の助成金が交付され敬老

会を開催していただく。し

かし、任意での開催になる

ため、地区によっては開催

しなかったり、どのように

扱えばいいのか困っている

という声を聞くのでご意見

を伺いたい。 

 

議員 



 

しくなる。地区で対応できな

くなっても、分館などもある

ので、従来の敬老会の方法が

いいのでは。該当者全員の助

成をいただければこれまでど

おり対応したい。 

高齢者の集いがまったくな

くなってしまうのが心配だ。 

町内会長に敬老会について

の連絡があったが、概要が

わからず開催に当たっての

指導もなく、通知だけでは

納得できないという町内会

長さんもいる。 

 

（※５月１６日時点での状

況で回答しています。敬老会

事業についは、一部変更され

ています。変更後のお知らせ

は、市報７月１日号に掲載さ

れています。） 

 

 

７ 所  感 

周辺集落の農業経営、農業従事者育成等への不安に加え、

若い世代が離れ、高齢者世帯が増えていることや老老介護の

問題が出された。空き家対策の補助事業も出されているが、

多額の費用負担があり、実情に合った支援策を考えなければ

と痛感した。 

 


